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家庭で伝えられた料理について
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目的　 ：　 現代の 食生活にお いては、核家族 化の進行や女性 の意識の急速な変化に よ

って、家庭 料理 の伝統 、季節感が失 われてい ると指摘さ れるこ とがあ る。グル ープ で

は「豊 かな食文化研究会」として 以前から家庭の食生活について調査研 究をしてきた。

本研究では、現代 の家庭で伝わる料理、 またその味や料理 法がどのように伝え られて

いるか を調 査し た。

方法　 ：　 前回調査（ 第50回家政学会大会 にて発表）の魚 ・油をまとめ た冊子につい

て、新聞 応募者（ 約6000 名）の内、 無作為 抽選により1407 件にアンケー トを送付。有

効回答313 件について調査 分析した。

結果　 ：　どの年代におい ても、約8|IJに家で伝えられた料理があ り、若い 世代におい

て伝承 が喪失しているという わけ ではない。しかしその内容は年代に よりかなり違い

が見 られた。60才以上の年代におい ては、 季節感のあるおか ずや保存 食、伝統的な色

合い が濃い行事食としてご 飯物 が受け継がれている。一方39才以下で はロールキャベ

ツ、 コロッケ、カレーなどの 洋風お かず、子供の頃の好物 が、食べな れていつの間に

か覚 えた母の味として、しっ かり受け継がれている。しかし洋風お かずは、和風お か

ずに比べ、素材に季節感 があ まりなく、バリX ーションもさほど多 くない。

また料理を教わった時期 としては、結婚を きっ かけにが21 ％、 それ以前が75 ％であ

っ た。教わった料理を現在も作 り続けている理由は、おいしい ・好きが59％、 次いで

健康 によいから35 ％、簡単 ・手軽が23％であ った。しかし調理 法について見 ると、 す

べてが簡単・手軽という わけ ではない。むし ろ食べなれ・作 りな れてい ること が、 気

軽に調理で きる料理－簡 単・手軽という評価 につな｡がるこ とがわかった。
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【目的】 家族の一員として同居している老人に対して、子供（孫 ）の目から見た老人の

食生活を調査した。その結果、前報では、拡大家族、核家族における食品出現頻度を老人

の嗜好度と子供の嗜好度から、若干の相関が見られ、老人の存在に関わらず子供中心の食

事内容であることが認められた。そこで、本報では子供の食生活に着目し、同居老人を含

めた家族の食生活が、子供の嗜好から影響力を受け、それに伴って老人にも嗜好変化がみ

られるかどうかを比較検討した。

【方法】 愛知県Ｋ市在住の小学生女子7  0 名（8 才～1  2 才 ）を対象にアンケート調査

（聞き取り調査）を行った。家族人数、食事内容、外食回数など合計1  4 項目について、

子供自身と子供から見た老人の食生活を中心に検討を行った。

【結果】 魚介類と肉類の、嗜好度と摂取頻度の項目に対して、子供は拡大家族、核家族

とも肉類を好む傾向がみられたが、摂取頻度については、拡大家族の子供の方が、魚介類

を多く食べていた。また、外食回数をみると老人の有無によって外食頻度に差がみられた。

平成８年国民栄養調査結果と同様に高齢者は外食に対して否定的であった。また主な外食

場所に対して、ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ、回転寿司などが多くみられる等、子供が好み、外食場所の選

択権が与えられるなど子供中心の食生活がうかがわれた。更に検討を重ね、現代の同居家

族における子供と老人共存の食生活あるいは、食生活習慣について調査を続けたい。
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